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年間指導計画例 目標　音楽の諸活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の多様な 
音や音楽，音楽文化と深く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1）曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽文化の多様性につ
いて理解するとともに，創意工夫や表現上の効果を生かした音楽表現をするために必要
な技能を身に付けるようにする。

学
期

題
材 目標と学習内容

学習指導要領との対照 学習指導要領との対照
評価の観点

【知・技】知識・技能　【思】思考・判断・表現
【態】主体的に学習に取り組む態度

A 表現 B 鑑賞 内
容
の
取
扱
い
※

（1）歌唱 （2）器楽 （3）創作 （1）鑑賞

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ

（ｱ）（ｲ） （ｱ）（ｲ） （ｱ）（ｲ）（ｳ）（ｱ）（ｲ）（ｳ）（ｴ）

一
学
期（
４
～
７
月
）

み
ん
な
で
歌
お
う

【目標】
曲想と曲ができた背景と歌詞の内容との関わりを理解し，アウフタクト旋律の表
現方法を工夫して，主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組む。

【学習内容】
・歌詞とリズムとの関連を理解する。
・上声と下声とのかけあいの表現の工夫をする。

〇 〇 〇 〇

（1）
（2）
（4）
（5）
（8）
（11）

【知・技】・曲想と曲ができた背景と歌詞との関わりについて理解している。
・イメージに合ったリズム感やフレーズのとらえ方などの技能を身に付けている。

【思】 歌詞の意味と旋律との関連を知覚し，それらの働きを感受しながら，言葉のメッセージを考え，イ
メージに合った表現を創意工夫している。

【態】 歌詞の内容に関心を持ち，主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。

日
本
の
歌

【目標】
曲想と日本語の抑揚と旋律との関わりを理解し，日本語の美しさを感じ取りなが
ら歌唱法の工夫をして，主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組む。

【学習内容】
・歌詞の内容を味わい，表現の工夫をする。
・歌詞と旋律との関係を理解する。

〇 〇 〇

（1）
（2）
（2）
（4）
（8）
（11）

【知・技】・曲想と歌詞と旋律との関わりについて理解している。
 ・ 創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な，日本語の発音や発声などの技能を身に付
けている。

【思】 歌詞と旋律との関わりを知覚し，それらの働きを感受しながら，歌詞の情景について考え，日本語
の美しさを生かした表現を創意工夫している。

【態】 日本歌曲に関心を持ち，主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。

歌
い
継
ぎ
た
い

愛
唱
歌

【目標】
曲想と日本語の抑揚と旋律との関わりを理解し，日本語の美しさを感じ取りなが
ら歌唱法の工夫をして，主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組む。

【学習内容】
・言葉の抑揚を考え，旋律のまとまりを感じ取って歌う。
・音の動きが単調にならないように歌う。

〇 〇 〇

（1）
（2）
（2）
（4）
（8）
（11）

【知・技】・曲想と歌詞と旋律との関わりについて理解している。
・ 創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な，日本語の発音や発声などの技能を身に付

けている。
【思】 歌詞と旋律とそのリズムとの関わりを知覚し，それらの働きを感受しながら，素朴な旋律の美しさ

を生かした表現を創意工夫している。
【態】 古くから歌い継がれている愛唱歌に関心をもち，主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうと

している。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
＆

映
画
音
楽

【目標】
ミュージカルの曲想と旋律の特徴との関わりを理解し，表現の工夫をし，主体的・
協働的に歌唱の学習活動に取り組む。

【学習内容】
・作品の背景を理解する。
・フレーズを感じ取りながら英語詞で歌う。

〇 〇 〇

（1）
（2）
（2）
（4）
（8）
（11）

【知・技】・曲想と歌詞と旋律との関わりについて理解している。
・  創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な，人物の心情を感じ取って表現できる技能

を身に付けている。
【思】 旋律とハーモニーの関連を知覚し，それらの働きを感受しながら，曲想の美しさについて考え，人

物の心情に合った表現を創意工夫している。
【態】 ミュージカル，映画音楽に関心を持ち，主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歌

【目標】
ドイツ語，イタリア語の発音の技能を身に付け，曲想と歌詞の内容との関わりを
理解し，歌詞の意味に合った表現を創意工夫し，主体的・協働的に歌唱の学習活動
に取り組む。

【学習内容】
・ドイツ語，イタリア語の特徴と旋律との関わりを理解する。
・伴奏音型と和声との関わりを理解する。

〇 〇 〇

（1）
（2）
（2）
（4）
（8）
（11）

【知・技】・曲想と旋律や伴奏との関わりについて理解している。
・ 創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な，外国語の発音や発声などの技能を身に付

けている。
【思】 旋律とハーモニーとの関連を知覚し，それらの働きを感受しながら，曲想の美しさについて考え，

歌詞の意味に合った表現を創意工夫している。
【態】 ヨーロッパ言語の歌曲に関心を持ち，主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。

合
唱

【目標】
ラテン語の発音の技能を身に付け，各パートの役割について理解し，曲想に合っ
た表現の工夫をして，主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組む。

【学習内容】
・豊かな合唱表現をするための発声の工夫をする。
・ラテン語の発音と意味を理解する。

〇 〇 〇

（1）
（2）
（2）
（4）
（8）
（11）

【知・技】・曲想と各パートの役割との関わりについて理解している。
・ 創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な，外国語の発音や発声法と，ハーモニーを

感じ取って歌う技能を身に付けている。
【思】 各パートの関わりを知覚し，それらの働きを感受しながら，ハーモニーが作り出す響きについて考

え，豊かな合唱表現を創意工夫している。
【態】 自らと他者との役割に関心をもち，主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。

鑑
賞

【目標】
学習する作品の特徴と歴史的背景との関わりを理解し，よさを味わって，主体的・
協働的に鑑賞の学習活動に取り組む。

【学習内容】
・作品の形式を理解し，旋律やハーモニーの美しさを味わって聴く。
・伝統芸能の特徴と文化的，歴史的背景について理解する。

〇 〇 〇 〇 〇

（1）
（2）
（2）
（4）
（8）
（11）

【知】芸術としての作品の特徴と，文化的・歴史的背景との関わりについて理解している。
【思】 楽器の音色や旋律，ハーモニーとの関連を知覚し，それらの働きを感受しながら楽曲の形式や歴史

的背景について考え，音楽のよさを自ら味わって聴いている。
【態】 西洋音楽や我が国の伝統芸能に関心を持ち，主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとして

いる。

（2）音楽に関する知識や技能を総合的に働かせながら，個性豊かに音楽表現を創意工夫したり音楽を評価しながらよさや美しさを深
く味わって聴いたりすることができるようにする。

（3）主体的・協働的に音楽の諸活動に取り組み，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに，感性を磨き，音楽文化を尊重し，
音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。

※「内容の取扱い」の太字は，（3）に準拠した音楽Ⅰで示されているものを指す



014 015

学
期

題
材 目標と学習内容

学習指導要領との対照 学習指導要領との対照
評価の観点

【知・技】知識・技能　【思】思考・判断・表現
【態】主体的に学習に取り組む態度

A 表現 B 鑑賞 内
容
の
取
扱
い
※

（1）歌唱 （2）器楽 （3）創作 （1）鑑賞

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ

（ｱ）（ｲ） （ｱ）（ｲ） （ｱ）（ｲ）（ｳ）（ｱ）（ｲ）（ｳ）（ｴ）

二
学
期（
９
～
12
月
）

日
本
の
心

【目標】
曲想と民謡特有のリズムや音階との関わりを理解し，表現の工夫をして，主体的・
協働的に歌唱の学習活動に取り組む。

【学習内容】
・曲想に合った発声と表現の工夫をする。
・ 民謡の文化的，歴史的背景を理解する。

〇 〇 〇 〇

（1）
（2）
（2）
（4）
（8）
（11）

【知・技】・ 曲想とリズムや旋律，音階との関わりについて理解している。
・ 民謡にふさわしい発声・発音などの技能を身に付けている。

【思】 旋律と音階の関連を知覚し，それらの働きを感受しながら民謡の文化的・歴史的特徴について考
え，民謡に合った表現を創意工夫している。

【態】 日本民謡に関心を持ち，主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。

世
界
の
心

【目標】
各国の民謡の音階や旋律の特徴を理解し，個性豊かな表現の工夫をして，主体的・
協働的に歌唱の学習活動に取り組む。

【学習内容】
・曲想の特徴を感じ取り，表現の工夫をする。
・日本歌曲との和声感の違いを感じ取る。

〇 〇 〇 〇

（1）
（2）
（2）
（4）
（8）
（11）

【知・技】 ・リズムや旋律，音階の違いによる音楽文化の多様性について理解している。
・ 創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な，リズムやテンポ感を表現する技能を身に

付けている。
【思】 旋律と音階の関連を知覚し，それらの働きを感受しながら世界の音楽の文化的・歴史的特徴につい

て考え，各国の音楽に合った表現を創意工夫している。
【態】 世界の音楽に関心を持ち，主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。

オ
ペ
ラ
＆

オ
ペ
レ
ッ
タ

【目標】
オペラ，オペレッタに関心を持ち，作品の表現内容を理解し，人物の心情に合った
表現を創意工夫し，主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組む。

【学習内容】
・各国の言語の特徴と旋律との関わりを理解する。
・ 場面や曲想に合った表現の工夫をする。

〇 〇 〇

（1）
（2）
（2）
（4）
（8）
（11）

【知・技】・   作品のストーリーと楽曲の表現内容との関わりについて理解している。
・ 創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な，外国語の発音や発声と人物の心情を感じ

取って表現できる技能を身に付けている。
【思】 旋律とハーモニーの関連を知覚し，それらの働きを感受しながら，曲想の美しさについて考え，人

物の心情に合った表現を創意工夫している。　
【態】 外国の舞台作品や言語に関心を持ち，主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。

楽
器
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

【目標】
曲想と演奏形態の特徴との関わりを理解し，楽器の演奏技能を身に付け，アンサ
ンブルのよさを味わい，楽曲に合った奏法の工夫をして，主体的・協働的に器楽の
学習活動に取り組む。

【学習内容】
・ 楽器の奏法を身に付ける。
・ 他パートとの関わりを理解し，表現の工夫をする。

〇 〇 〇 〇

（1）
（2）
（2）
（4）
（8）
（11）

【知・技】・    曲想と演奏形態の特徴との関わりについて理解している。
・ 創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な，他パートとの関わりをとらえ，調和を図っ

て演奏する技能を身に付けている。
【思】 各パートの役割を知覚し，それらの働きを感受しながらハーモニーや曲想について考え，自己のイ

メージを持って器楽表現を創意工夫している。
【態】 楽器による音楽表現に関心を持ち，主体的・協働的に器楽の学習活動に取り組もうとしている。

体
を
楽
器
に

【目標】
ボディ・パーカッションの特徴を理解し，テンポや強弱等の表現の工夫をして，主
体的・協働的に表現の学習活動に取り組む。

【学習内容】
・テンポ，拍子の変化をとらえ，リズムを感じ取る。
・体全体を使って表現する。

〇 〇 〇 〇

（1）
（2）
（2）
（4）
（8）
（11）

【知・技】・リズム音楽と身体表現との関わりについて理解している。
・ 創意工夫を生かした身体表現をするために必要な，正確なリズムの理解と他パートと調和を

図って演奏する技能を身に付けている。
【思】 各パートの関連を知覚し，それらの働きを感受しながら，拍子，テンポ，強弱などについて考え，

オリジナリティーのある身体表現を創意工夫している。
【態】 ボディ・パーカッションに関心を持ち，主体的・協働的に表現の学習活動に取り組もうとしている。

鑑
賞

【目標】
スケルツォの様式や各主題の曲想の違いを理解し，よさを味わって，主体的・協働
的に鑑賞の学習活動に取り組む。

【学習内容】
・各主題の特徴を感じ取って聴く。
・ピアノの技巧や叙情的な旋律を味わう。

〇 〇 〇 〇 〇

（1）
（2）
（2）
（4）
（8）
（11）

【知】楽曲の美しさと，演奏形態や各主題の特徴との関わりについて理解している。
【思】 楽器の音色や旋律，ハーモニーとの関連を知覚し，それらの働きを感受しながら表現上の効果につ

いて考え，音楽のよさを自ら味わって聴いている。
【態】 ピアノ音楽の表現の可能性に関心を持ち，主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとして 

いる。

創
作

【目標】
音素材の特徴について，表したいイメージと関わらせて理解し，音の反復やリズ
ムの変化を工夫して，主体的・協働的に創作の学習活動に取り組む。

【学習内容】
・音楽が使われている場面を理解する。
・様々な楽器を使用して，旋律をつくる。
・いろいろな形式を使って規模の大きな楽曲を作る。

〇 〇 〇

（1）
（2）
（2）
（4）
（7）
（8）
（10）
（11）

【知・技】・ 楽器の特徴について，場面にふさわしい音楽として表したいイメージと関わらせて理解して
いる。

 ・ 創意工夫を生かした創作表現をするために必要な，旋律の創作と音の反復やリズムを工夫す
る技能を身に付けている。

【思】 様々な楽器の音の違いを知覚し，それらの働きを感受しながら個性的な旋律について考え，自己の
イメージをもって創作表現を創意工夫している。

【態】 創作に関心を持ち，主体的・協働的に創作の学習活動に取り組もうとしている。

三
学
期（
１
～
３
月
）

鑑
賞

【目標】
楽曲のもととなる文学的題材と各旋律との関係を理解し，文学や他の芸術との関
連に関心を持って芸術文化を愛好する心情を育む。

【学習内容】
・作品の文学的な内容を理解する。
・ 各主題の表現上の効果を感じ取って聴く。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

（1）
（2）
（2）
（4）
（8）
（11）

【知】楽曲の各主題と文学的題材との関わりや，その表現上の効果について理解している。
【思】 楽器の音色や旋律，ハーモニーとの関連を知覚し，それらの働きを感受しながら楽曲の文学的背景

について考え，音楽のよさを自ら味わって聴いている。
【態】 文学や他の芸術に関心を持ち，主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

※「内容の取扱い」の太字は，（3）に準拠した音楽Ⅰで示されているものを指す


